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学 位 論 文 内 容 の 要 旨  
非弁膜症性心房細動患者（NV瑚の血栓形成に対し左心耳壁運動関与を評価し  
た。血栓塞栓症（TE）を合併したNVAF患者7名、TEのないNVAF患者8名、  
洞調律患者（NSR）8名で比較検討した。左心耳壁運動を組織ドプッラー加速度  
（TDA）にて評価した。TE群の最大左心耳内血流速度は他の2群に比し低下して  
いた。TE群の左心耳内面積（8．9±2．1cI丘）は非TE群（7．3±2．8cl糾こ比し拡大傾  
向だが、有意ではなかった。しかしNSR群（5．3±1．2cI丘）に比し有意に低下して  
いた。TDAが0．024cm／sec2以上の面積を計測した結果TE群（0．12±0．05cd）  
は非TE群（0．33±0．17c一席）及びNSR群（0．30±0．13cd）に比し有意に低下してい  
た。3群において左心耳内血流速度と左心耳壁運動加速度には相関関係がみられ  
た。TDAを用いた左心耳壁運動加速度の評価はNV如上居者の血栓塞栓症の予軌  
因子になりうる。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
非弁膜症性心房細動患者（NVFA）の血栓形成に対し左心耳壁運動関与を評価した。血栓塞  
栓症（TE）を合併したNVAF患者7名、TEのないNVAF患者8名、洞調律患者（NSR）8名で比  
較検討した。左心耳壁運動を組織ドプッラー加速度（TDA）にて評価した。TE群の最大左心  
耳内血流速度は他の2群に比し低下していた。TE群の左心耳内面横（8．9±2．1cd）は非TE  
群（7．3±2．8cd）に比し拡大傾向だが、有意ではなかった。しかしNSR群（5．3±1．2cd）に  
比し有意に低下していた。TDAが0．024cm／sec2以上の面積を計測した結果TE群  
（0．12±0．05crB）は非TE群（0．33±0．17crB）及びNSR群（0．30±0．13c錮こ比し有意に低下   
していた。3群において左心耳内血流速度と左心耳壁運動加速度には相関関係がみられた。  
TDAを用いた左心耳壁運動加速度の評価はNVAF患者の血栓塞栓症の予測因子となりうる   
ことを示した価値ある業凍である。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
